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❶
地
域
を
支
え
、

経
済
・
社
会

活
動
を
支
え
る

人
づ
く
り

❷
誰
も
が
安
全
で

安
心
で
き
る

暮
ら
し
づ
く
り

❸
恵
ま
れ
た
立
地

条
件
を
活
か
し
た

産
業
活
力
の
向
上
・

社
会
基
盤
づ
く
り

基
本
目
標
❶

基
本
目
標
❶

地
域
を
支
え
、
経
済
・
社
会

活
動
を
支
え
る
人
づ
く
り

基
本
目
標
❷

誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る

暮
ら
し
づ
く
り

❶
群
馬
の
未
来
を
担
う

　子
ど
も
・
若
者
の
育
成

子
ど
も
の
居
場
所
の
充
実

　
新
規

　
３
３
０
万
円

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
学
習
機

会
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、

学
力
や
生
活
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
、
民
間
団
体
が
行
う
子
ど
も
食

堂
や
無
料
学
習
塾
の
新
規
立
ち
上
げ

な
ど
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。
ま
た
学
習
支
援
活
動
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
を
構

築
・
運
営
し
ま
す
。

県内の子ども食堂の様子

子
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援

　
一
部
新
規

　
１
６
５
２
万
円

　
生
活
困
窮
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯

の
中
学
生
の
学
習
機
会
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
学
習
支
援
会
場
を
増
や
し

た
り
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
た
り
し
ま
す
。

❷
群
馬
の
飛
躍
と
地
域
の
安
心

　を
支
え
る
職
業
人
材
の
育
成

医
療
・
福
祉
人
材
確
保
対
策

　
一
部
新
規
　
５
億
４
２
５
６
万
円

　
医
師
・
看
護
職
員
・
保
育
士
・
介

護
職
員
を
確
保
す
る
た
め
、
修
学
資

金
の
貸
し
付
け
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
地
域
間
の
医
師
の
偏
在
を
解
消

す
る
た
め
、
地
域
医
療
研
究
・
教
育

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置
を
推
進

し
ま
す
。

❸
交
流
・
移
住
・
定
着
促
進

ぐ
ん
ま
暮
ら
し
支
援

 

４
１
３
９
万
円

　
本
県
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め

「
ぐ
ん
ま
暮ぐ

ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
）
を
運

営
し
、
移
住
・
就
職
に
関
す
る
相
談

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
た
移

住
相
談
会
の
開
催
、
ポ
ス
タ
ー
や
動

画
制
作
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

若
者
就
職
支
援

 

１
億
４
３
１
１
万
円

　
若
者
の
県
内
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
首
都
圏
な

ど
の
大
学
と
の
協
力
校
制
度｢

Ｇ
タ

ー
ン
倶く

楽ら

部ぶ｣

を
活
用
し
、
情
報
交

換
会
や
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
、

本
県
独
自
の
学
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ｢

Ｇ
タ
ー
ン
シ
ッ
プ｣

な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
「
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
）
の
運
営

に
よ
り
、
若
者
の
県
内
就
職
や
職
場

定
着
を
支
援
し
ま
す
。

首都圏の学生に群馬の就職情報を提供する
｢Gターンカフェ｣

空
き
家
対
策

 

新
規

　
３
３
８
万
円

　
空
き
家
対
策
に
取
り
組
む
市
町
村

を
支
援
す
る
た
め
、
先
進
事
例
な
ど

を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た

り
、
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
空
き
家

の
解
体
費
用
を
一
部
補
助
し
た
り
し

ま
す
。

❹
家
族
の
理
想
実
現

結
婚
応
援

 

一
部
新
規

　
７
４
０
８
万
円

　
社
会
全
体
で
結
婚
を
応
援
す
る
機

運
を
醸
成
す
る
た
め
、
結
婚
応
援
フ
ェ

ア
の
開
催
や
民
間
団
体
が
行
う
結
婚

支
援
事
業
へ
の
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費

 

一
部
新
規
　
１
０
８
億
９
９
５
７
万
円

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る

環
境
を
社
会
全
体
で
整
え
る
た
め
、

保
育
所
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整

備
や
運
営
、
民
間
保
育
所
に
お
け
る

保
育
士
の
処
遇
改
善
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

働
く
女
性
支
援

 

１
５
８
９
万
円

　
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
の
認

証
や
、
子
育
て
中
の
女
性
な
ど
の
就

職
を
支
援
す
る
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

マ
ザ
ー
ズ
」
の
運
営
に
よ
り
、
働
く

女
性
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

❺
多
様
な
人
材
の
活
躍
応
援

二
葉
・
二
葉
高
等
特
別
支
援

学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入

 

新
規
　
５
６
０
万
円

　
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
通
学
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
30
年
度
中
に
二

葉
特
別
支
援
学
校
と
二
葉
高
等
特
別

支
援
学
校
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

手
話
施
策
の
推
進

 

一
部
新
規

　
３
０
２
万
円

　
県
庁
や
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
、
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
記
念
温
水
プ

ー
ル
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し
、

テ
レ
ビ
電
話
機
能
を
利
用
し
た
遠
隔

手
話
通
訳
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
ま
た
職
員
向
け
の
手
話
研
修
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

❻
安
全
な
暮
ら
し
実
現

災
害
に
強
い
県
土
を
築
く
防
災
・

減
災
対
策

 

１
２
５
億
４
７
１
５
万
円

　
局
地
的
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に

よ
る
災
害
の
防
止
・
被
害
軽
減
を
図

る
た
め
、
道
路
防
災
や
治
水
対
策
、

土
砂
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援

 

一
部
新
規

　
９
９
０
万
円

　
地
震
か
ら
県
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
個
人
住
宅
の
耐
震

改
修
に
対
し
、
市
町
村
が
補
助
を
す

る
場
合
に
そ
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

　
ま
た
簡
易
耐
震
改
修
や
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
支
援

を
行
い
ま
す
。

高
崎
北
警
察
署（
仮
称
）新
設

整
備

 

５
３
８
万
円

　
地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
や
地
域

に
根
ざ
し
た
警
察
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
市
町
村
合
併
で
拡
大
し
た
高

崎
警
察
署
の
管
轄
区
域
を
分
割
し
、

高
崎
北
警
察
署
（
仮
称
）
を
新
設
し

ま
す
。
33
年
度
末
の
完
成
に
向
け
、

今
年
度
は
地
質
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　県
は
、
県
総
合
計
画
「
は
ば
た

け
群
馬
プ
ラ
ン
Ⅱツ

ー

」（
28
〜
31
年

度
）
の
三
つ
の
基
本
目
標
の
実
現

に
向
け
、
13
の
政
策
を
着
実
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」（
※
１
）

や
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」（
※
２
）

を
活
用
す
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保

に
も
努
め
ま
す
。
ま
た
企
業
局
か

ら
の
繰
出
金
を
財
源
に
、
新
た
に

「
ぐ
ん
ま
未
来
創
生
基
金
」
を
設

置
し
、
未
来
創
生
の
た
め
の
事
業

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　重
点
事
業
な
ど
、
そ
の
主
な
も

の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
県
総
合
計
画
は
、
県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
、

県
行
政
県
税
事
務
所
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.gunm

a.jp/07/b0110184.ht 
m
l

）
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

県
総
合
計
画
「
は
ば
た
け
群

馬
プ
ラ
ン
Ⅱ
」
基
本
目
標

※
表
示
単
位
未
満
の
四
捨
五
入
の
関
係
で
、
合
計
額
と
一
致

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

義務的経費
3,634

（50.2%）

退職手当
216
(3.0％)

扶助費319
（4.4%）

公債費
1,062
(14.7％)

国の補助公共事業
   235（3.2%）

県単独公共事業
589

（8.1%）

投資的経費
1,066
 （14.7%）

その他経費
2,546
（35.1%）補助費など

2,049
 （28.3%）

その他
497

（6.9%）

その他の
建設事業
242

（3.3%）

（単位：億円）

総額
7,246

学校の先生
などの人件費

1,304（18.0％）

県庁職員
などの人件費
448（6.2％）

警察官など
の人件費
284
（3.9％）

県税
2,350

 （32.4%）

地方消費税
清算金
735

（10.1%）
　財政調整基金、
減債基金繰入金
  140（1.9%）

その他
収入
397

（5.5%）

地方交付税
1,150
 （15.9%）

国庫支出金
839

（11.6%）

うち臨時財政対策債
460（6.3%）

うち減収補てん債
  156（2.2%）

地方譲与税
その他
357
（4.9%）

経済危機対策
関連基金等繰入金
 93（1.3%）

県債
1,185

（16.4%）

自主財源
3,715

（51.3%）

依存財源
3,531

（48.7%）

総額
7,246

義務的経費… 任意に削減することが
困難な経費

扶　助　費… 生活保護費や児童扶養
手当など、 住民福祉を
支えるための経費

公　債　費… これまでに借り入れた
県債の返済金と利子

投資的経費… 将来にわたり使用され
る施設などの建設費

地方交付税… 県が自由に使えるお金。
  必要な財源を保障するた

め、国から交付される
国庫支出金… 使い道を決めて国から支

払われるお金
地方譲与税… 国税として集められ、国

から県に譲渡されるお金
その他収入… 貸付金の返還金や利息、

県営住宅使用料、各種申
請書手数料、寄付金など

  235（3.2%）235（33.2%%）

うち減収補 ん債うち減収補補てん債 地方譲与税地方譲与税

29
年
度
予
算
の
概
要

歳出

歳入

（
※
１
）
…
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
や
新

し
い
人
の
流
れ
の
創
出
、
ま
ち
の
活
性
化
な
ど
、地

方
創
生
に
つ
な
が
る
事
業
を
支
援
す
る
国
の
交
付
金

（
※
２
）
…
地
方
公
共
団
体
が
地
域
再
生
計
画
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
寄
付
を
行
っ

た
法
人
が
、
税
額
控
除
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
制
度


